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馳

艮

ヒ

u旦 言趣、

「一匿

戦
後
、
イ
ン
フ
レ
の
激
流
と
絶
対
的

な
食
糧
不
足
の
巾
で
「精
神
の
復
員
」

を
成
し
遂
け
ん
己
し
た
学
生
逮
に
よ
り

岬」
、
一
九
四
H
ハ
仕
ド
」丹
建
さ
れ
た
全
員

加
盟
制
自
治
会
た
る
駅
大
同
学
会
は
、

「学
園
復
興
」
「学
生
隼
活
の
防
衛
」

を
出
媚
点
と
し
ご
、
熱
烈
な
「
平
和
」

の
希
求
の
下
に
反
戦
闘
債
養
展
開
し
て

い
っ
た
。
四
し
向
二
・
}
ビ
不
ス
ト
の

禁
止
か
り
門
O
勾
甥
鮮
戦
O
、
レ
ソ
ト

パ
ー
シ
へ
、
反
革
命
の
風
吹
・二
毘
れ
る

中
ぐ
、
「由
黛
纏
興
越
勤
」
の
枠
を
食

い
破
り
ρマ
嚇
自
事
管
理
μ
の
衝
動
を

及
ん
だ
労
働
争
議
の
激
驚
ご
、
礎
欧
、

中
国
に
わ
け
り人
民
罠
主
宅
叢

命
の

衝
蝿
片
受
け
'日
転
学
生
運
動
は
、
四

八
勾
の
授
業
料
佃
ー
げ
杖
対
闘
値
の
巾

か
ら
の
令
学
逆
の
結
成
を
機
に
勉
国
的

な
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
発
せ
し
め
、
拭
人
に

お
い
ぐ
も
、
学
4
ス
ト
ラ
イ
キ
の
全
国

禁
ー
ド
、
覧
局
に
よ
り
処
分
強
宥
ζ
筍

憲
導
入
に
よ
.り
血
の
紺
圧
に
抗
し
て

「
平
如
と
自
沿
プ
写
れ
」
と
叫
ふ
学
へ

逢
の
闘
い
は
続
く
。

四
九
弗
の
懲
慰
汐
別
し
基
つ
く
屈
六

病
院
へ
の
得
岬
婦
採
用
撫
台
に
抗
し
た

「
召
護
ヅ
κ
劃
件
」
、
ぐ
し
て
レ
ソ
ド

パ
ー
ノ
反
対
闘
齢
、
単
独
講
和
反
対
闘

争
、
「
機
爆
展
」
の
開
催
な
と
を
経
て

五
一
年
、
「
皇
粟
学
を
に
和
の
歌
合
唱

で
迎
え
℃
ニ
イ
名
の
学
牛
、
職
員
に
対

し
て
穐
官
か
畢
人
」れ
、
「秩
序
破

全
学
連
運
動
n

こ
の
ハO
年
安
保
闘
争
の
敗
出
以
後

今
学
連
は
マ
ル
学
同
の
戸苫
嵐

命
μ

に
よ
っ
て
私
物
化
さ
れ
て
r
質
的
な
械

能
を
停
止
し
、
都
学
連
の
切
喰
の
中
で

首
都
圏
の
学
弓
運
⑳
が
低
迷
し
て
い
た

の
に
比
し
て
、
夙
大
同
字
会
ご
巾
軸
ζ

す
る
泉
都
府
学
連
は
㌦れ
G憾
一
冗
独

自
に
延
命
し
、
六
二
β
の
改
憲
阻
L
闘

争
、
大
菅
法
闘
翁
で
は
首
都
を
大
衆
的

に
凌
駕
す
佃闘
い
を
展
開
し
た
。
特
に

大
管
法
闘
争
に
お
い
て
、
ゑ
犬
同
学
会

は
、
賢
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
学

生
蓮
励
史
ヒ
最
商
の
戦
術
形
態
ζ
あ
る

全
学
閉
鎖
闘
債
を
提
起
し
、
結
果
田
に

ビ
ス
騰
洲関
論
を
確
短
唱
り
や
、
翌
瓦
ハ

年
の
八
中
委
と
九
回
大
会
で
て
れ
密

定
し
ぐ
「
乎
相
と
民
主
泡
嘱
、
よ
り
よ

占勉
r園
多
活
」
を
墾
調
に
乎
相
擁
蔓
闘

争
を
強
調
す
る
こ
い
う
混
乱
を
電
ね

て
、
京
大
を
始
め
全
国
の
学
牛
還
動
は

冤
全
に
偶
迷
状
態
に
陥
q
。

し
か
し
、
五
七
年
の
砂
川
闘
争
が
錨

に
学
生
蓮
動
は
再
度
思
を
吹
ぎ
返
し
、

日
廿
、か
ら
謎
別
し
た
部
分
に
よ
り
結
腐

さ
れ
た
共
産
同
に
指
導
さ
れ
た
全
学
遅

は
反
帝
闘
債
を
基
朔
に
再
度
日
本
階
級

闘
争
の
前
緑
に
立
ち
、
五
九
研
に
四
年

ふ
り
に
得
礎
ご
れ
た
鼠
大
回
学
会
O
、

の

同
学
会
中
心
に
し
て

壊
一
を
理
由
に
当
局
は
同
学
会
を
解
散

し
、
役
員
を
処
分
ず
勾
。
同
学
会
書
建

の
犬
衆
四
轟
甥
は
破
防
法
反
対
闘
争
を

通
し
て
膳
め
り
れ
て
、
五
=
奪
に
は
再

建
を
か
ち
`
,
た
も
の
の
、
五
九
年
の

「
記
a
祭
嘉
件
」
に
お
け
る
滝
川
総
政

遣
及
に
対
し
て
ま
だ
も
や
簸
官
4
入
、

同
苧
会
解
散
、
役
員
処
分
が
強
行
亡
れ

る
。
こ
の
年
日
本
洪
産
党
は
六
全
晦
ζ

武
力
闘
争
方
針
を
自
己
批
判
し
、
全
字

遁
も
じ
中
葵
で
悪
呂
晶
き
ー1
沿
会
サ
ー

全
学
連
主
流
汗
の
承
要
な
拠
点

ζ
し

て
、
山ハO
身
姿
伴
凹峯

へ
ど
替
り
つ
め

て
行
く
。

六
〇
q
号
保
闘
争
に
お
い
ご
、
y
大

て
は
教
職
麟
、
学
生
の
一
島
ど
な
つ
た

受
ー
初
の
全
学
人
会
が

千
人
を
集
め

て
】二
度
に
わ
瓦
♪
て
陥
か
れ
、
よ
κ
6

・
15
の
全
学
返
国
喚
突
人
闘
争
に
お
け

Q東
大
午
樺
範
知犀
,
ご
ん
の
虐
殺
と
い

う
事
想
を
受
け
⊂
、
賦
人
初
09
全
挙
無

期
限
.〈
ト
rノ
イ
ー
か
闘
い
ぬ
か
れ
た
。

中
軸
担
う

争
、
目口
盃

伯
か
り
、
ハ
晶ん
4
に
は
全

国
の
字
園
に
教
育
闘
争
。
全
共
闘
遅
動

か
焼
原
の
人
の
刈
く
哲
ん
ム
砂
つ
」
狩

く
。山ハ九
年
尽
く闘
争
ぱ
「
趣
袋
件
新
寮

疋
設
、
経
理
全
面
公
開
、
二
Q
年
長
賜

整
備
訂
画
白
紙
撤
図
」
の
三
項
目
要
虫

ノ
掲
げ
た
全
疑
闘
偵
委
員
会
に
よ
⑩
一

月
十
四
日
の
≠
牛
部
旬
鎖
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
た
。
}ご
し
C
、
『
知
と
目
共
系

職
尉
、
学
生
、
秩
序
派
の
一
体
と
な
つ

た
闘
争
破
壊
に
対
ず
9
怒
り
は
、
闘
債

圧
殺
策
動
の
自
己
批
剃
な
と
の
八
項
目

要
氏
を
掲
け
ζ
の
、
教
蛋
部
を
張
鎮

は
鴛
5
凶
ト
と
し
て
貫
徹
さ
れ
た
か
、

」
局
は
大
燈
処
分
の
弾
圧
を
行
り
た
。

た
か
、
原
チ
力
潜
水
鑑
寄
港
阻
止
聞

争
、
日
韓
条
約
粉
砕
闘
争
を
経
て
、
六

4ハ年
、
賦
大
同
24ナ
会
、
教
垂

目
治
会

の
執
行
乱
は
日
共
系
学
生
に
よ
ζ
つ
独

占
さ
れ
0
こ
こ
と
な
り
、
轟ハ六
年
六
月

の
自
衛
宮
入
学
反
対
闘
争
に
お
け
る
史

」
初
の
全
学
学
生
天
会
の
成
立
-
全
学

ス
ト
ブ
イ
キ
の
貫
徹
を
鍛
後
に
、
同
学

会
は
日
共
累
学
生
に
よ
っ
て
宗
派
的
に

私
物
化
ご
れ
て
し
ま
.つ
。

一
方
、
」ハ六
年
・爪
に
全
学
埋
か
再
煙

(い
わ
ゆ
リ
コ
派
全
学
連
」
)
さ
れ

て
、
日
韓
圃
争
を
機
に
全
国
の
学
生
蓮

動
は
大
衆
的
馴
揚
の
局
面
に
入
り
、
歴

史
的
な
六
七
年
の
10
。
δ
佐
藤
訪
ヘ
ト

ナ
ム
阻
止
羽
田
現
地
闘
値

(こ
の
闘
い

の
中
で
京
大
生
山
隔
博
昭
召
が
冨
憲
に

よ
り
爬
殺
さ
れ
り
)
を
純
て
風
の
蓮
撃

を
初
ナ
9
0
レよ
κ
、
ニハ
ハ年
早
』人
闘
翁

n-斯
.～な
硲
射
只
に
、
ハ八
東
人
蘭

一
ケ
所
'
つ
。
h
ヂ
れ
も
こ
こ
猷
匂
に
£

仏
い
ス
ペ
ー
ス
か
と
,
て

の.ω。
昏
伏
け

れ

り
か
、
準
備
も
こ
れ
て
い

りの
こ
、
良

起
b
な
い
だ

り
4

メ
ニ
ュ
ー
じ
兄
其
、

て
の
他
パ
ン
、
ミ
ル
ク

島
」.

店
に
、
白
刀
遍
周
辺
、
陳ノ
～函
吋
は
詳
な

魂
は
の
一いり
攻
が
な
い
。

、の
目
に
な
つ

心
い
だ
ろ
,
。

、
・、
θ
と
こ
ろ
に
あ

0
。
b
.訥
r
門
九
く

睡
か

り
開
店
し
て
い
.り
」こ

り
っあ
り
、

後
の
慰
抜

に
い
い

'
り
ー
。

に
、
医
、
ノ
、
農
学
部
に
わ
け
り箏
助

限
バ
リ
ケ
ー
ド
ス
ト
も
し
て
全
字
的
に

撫
発
し
㌦
行
つ
た
。
個
別
寮
闘
争
の
深

化
は
、
教
脅
秩
序
の
帝
国
主
遡
的
改
編

に
翼
同
か
ら
対
決
す
り闘
い
と
し
て
、

全
国
教
脅
闘
争
と
の
結
合
を
も
っ
て
政

治
禰
力
を
問
題
に
し
て
ゆ
く
団
結
を
冨

積
し
て
い
っ
た
の
て
あ
る
。
し
か
し
、

八
月
の
大
学
臨
時
借
置
法
の
成
立
を
も

っ
て
取
治
糎
力
の
本
絡
的
介
入
が
開
始

さ
れ
る
や
、
全
共
闘
運
動
に
対
す
0
各

個
撃
破
が
行
わ
れ
、
九
月
に
は
つ
い
に

駅
大
当
局
は
磯
動
隊
導
入
r
封
鎖
解
除

を
強
行
、
九
月
一〇
日
か
ら
二
二
U
よ

で
の
二
目
間
の
激
烈
な
徹
底
抗
戦
を
暴

力
的
に
圧
殺
し
く
「秩
序
回
復
」
か
な

さ
れ
た
の
て
あ
り
。

だ
が
、
六
九
年
工

月
の
安
保
政
治

決
戦
U
佐
藤
訪
米
阻
止
闘
争
に
は
教
錠

部
ス
ト
て
大
衆
的
に
決
起
、
よ
た
七
Q

年
六
月
に
も
全
学
学
琶
人
会
-
全
戸
ス

ト
て
十
一
月
を
さ
り
に
十
回
ω決
起
ガ

か
ろ
ど
つ
た
。
七
一年
の
薄
縄
返
蹴
粉

伸
闘
争
、
七

「勾
の
学
幽
乖
ー
げ
阻
止

闘
贋
、
七

勾
の
竹
ム
処
分
籾
蕾
闘
債
.

脚

構

内

・

〈
擢
内
〉

京
都
人
　構
内
は
、

・
廠
・
又
・
教
肖
・
r
学
間
)
、
聯

属
齎
院
)
、
西
弧
に
分
か
れ
て
い

な
い
よ
2
に
し
て
は
し
い
。

生
協
食
堂
」
、
各
構
内
に

て
り
れ
た
も
の
C

朋
り
く

に
は
か
な
り
混
雑
が
∫
想
ご

へ
り
れ
な
い
と
い
つ
争
態
は

め
ん
類
、
カ
レ
ー
フ
イ
ス
、
て
の
加

〈
付
近
〉

食
事
回
.」の

り
あ
.佃
か
、
東
[
条
、
吐
衛
刀

て
捜
し
た
り
ず
る
の
は
得
凌
て
は
"

学
死
歯
だ
け
に
喫
茶
店
は

の
「進
々
堂
」
も
ど
早
朝
七

受
験
前
の
知
持
ち
の
整
躍
、
乏
験
鉱 付

近
案
内

茄
乱

(農
、
理

ー

)
、
昂

(
L

孜
寮
協
、
南
晶

(医

。壁
∫
51
、
』

Q
、
広
、
、

述
物

〕ン
h
の

」
込
わ

ス
キ
ヤ
キ
・
ナ
ベ
料
日

割
烹

き
窃
よ

ク
ラ
ス
コ
ン
パ
の
御
相
談承
り

、

,

レ

'

}

す 手
畔町.巳今出川上ル

了Eし

ll繰
甲簑
丑
部
を
巾
心
と
し
た
無
期
阪
ス
ト

て
闘
い
ぬ
い
κ
身
天
02
戦
闘
的
学
生

は
、
七
二
茸
」
二
月
に
は
目
集
系
学
生

の
潜
称
し
て
い
た
同
'2
会
の
典
些
げ
成

し
切
り
、
現
在
に
で
!
」い
り
、

現
狂
は
、
た
し
か
に
趣
酌
の
ハ辛
的

昂
揚
期
ご
は

え
な
い
か
、
狭
山
差
別

裁
判
糾
弾
闘
争
-
部
落
解
蓬

動
の
義

進
な
と
を
壇
し
瓦
学
4
運
動
の
階
級
的

飛
躍
の
道
が
尺
押
し
切
つ
開
ん
れ
ぐ
ご

⊂
お
り
、
運
動
.秘広

、♂
、遺
る
し
、

い
り
ω
こ
の
り
.

〆MCA大 学予備校 堺 校 ア ベノ校

豊中校 土佐堀校

鋤

匡:亙]全 日制・全教科
理系ク螂
医進ク弦(豊 中校のみ)

文系クマ第

晃ス ト 〈英語 ・数学 ・国語〉りの

馨 一次3月22日(金)

婁 二次3月 肝日(水)'三 次4月4日(木)

巨亟 ≡劃 タ刻・英語・数学

四

校

合

同

テス ト〈英語 ・数学>4月2日(火)

明冶38年創立の伝統を基盤として、小人数クラス編成による

独自の教育方釧が着実な成果をあげています。

要
項
発
売
中

送
料
共
切
手
百
六
十
円

堺 校

アペノ校

電0了22(58)1881(欧 和線三国ケ丘南へ3分)

午591堺 市百舌鳥赤畑町2-92-1

電06(779)8361(国 鉄天王寺駅北出口東へ5分)

〒543大 阪市天王寺区南将堀町1U

土 佐 堀 校 電06(441)0892(地 下鉄臓 駅 西へ5分)
〒55D大 阪市西区土ヒ堀2-12

豊 中 校 電 ・6(856)1・4・(阪 髄 中隷 へ5分)

〒560豊 中市護ヒ桜塚1-4-2↓

受験生諸君のこ健

闘 とご成功 を祈 る

冷暖房完備の校舎 学
生
寮

(学
校
ヘ
ニ
分
)

後輩及び知友に

本稜の推せんを乞う

(学校法入)武 蔵 高 等 予 備 校

膿 燧)韓 、騨 累羅 蹉 躍 §1

鍵窺晦 φおずすみ
チ ケ ハ ぜ ゆ

学内諸階層・全国学生 ・労働者に幅広い読者をもっ、

◆50年 の伝統 ・充実 した内容◆
●

階級的交通手段京大新聞を読もう!

京 都 大 学 新 聞閣)
」ミ匹r・巾 淵 く「≦口L切 、大糺/ヨ 丁止山07り ㈹)2U」1

峯

7

合 格 電 報 受 付 中
■合格のお知らせは、迅速 ・正確 。{口用 ・経験を誇る本社 ・同掌会へ

■申し込みは学内各所の受付所へ!

京 都 大 学新 聞 社・京 都 大 学 同 学 会
TELO了5(了6D2054・075(751)2111内 線25了1TELO了5(751)2U1内 線25了0

京 都 医 進 学 園
渡 亭,

〔厨在納〕 〒606京 都南左京区下鴨梅ノ木町bb

京都医進儲園入学飢
〔電 顕〕 京翻匡(0τ5、721-1211
〔交 逼〕 市羅 ・市バス河原町線よたは北人路線諸北高極訂

凌 差点下車

◎ 京 都 大 学 医 学 部 受 験 ク ラ ス

◎ 国 公 立 大 学 医 進 課 程 受験 クラ ス

◎ 京 穆 大 学 理 工 系 受 験 ク ラ ス

指 導 方 針
一人の受験生に対す響 指導広 現伍の人ノ人試制展の 一かO攻
易な方同へ流れてゆく傾向かあるよ)た 。
進学に闘 して1進 降指導」の光生し相鉄に1」こ2も のなッ 「占の
学刀だつたう、(二の大学へ」と遺去の入試デーヌかっ作うれた対心
表により適応大学がきめられる。はなはだ しいの1こ亀 つては、人∫
各学細 にも一元的な序列がつくっれ、1君 の学刀なっし口大学の
C学 部は無理だが△学部なう人れる」といつた如きてある。
最近はコンピユータによる構報管運体制が整 つてきたため、その
指示はコンピユータが行なうであろっ。そして、杜会的に信頼性の
ある,備 校というのはこういうデータを豊籍に持 つていて一裡の人
試情輻センターとなつている所であり、したが つて受験生が安'いし
て遮路の担示を仰げる窺ということにな つている。
この現状を狂 つていると受けとめる感覚はきつと諸君の内部にあ
るであろう。'
召たちはデータにびくびくし、データの持つ暴力にふりまわこれ
てはいけない.書 たちはも つと大きな声で叫ばなけれはいけなh。
「自分が進む大学、自分が志竃する学都を選択する目由、齪 ∫⇔
穐剰は自分にあるのだ」と。

ぷ 獲 髪購 駿議 薦 畿 楚憲墾:`なうな
黛大が好きで、あるいは自分なりの価値判断を遠して、とうして
も束大へ行こうと思 う粛 ま逼去の入試データの指針がとの適L己人∫
壱指していよ⊃と献 モれとは無関係に豪人～ 」げ よよい一思2。
たとえ何年かか ってでも.

慧 麗 蓋錫 熾 李至巽 霊蟹 総 己ラコ、脅追し。,。し
ない.本 学口は生捷州人一人に対して、 「間魑が解けれ怯合格ず6
のリビ」という指導をしよ⊃と思う。

■ ●

▼

〒530大 阪 市 北 区 芝 田 町69

大 阪 駅 北5分 ・国道 西側

竃話入阪(06)372-2166(代)

開 講4月18日

陵 薩 到 く昼間〉
特 別 コー スー ・・選 抜 試 験

普 通 コー ス… … 申込順 入学

1第2本 科1〈 夜間〉

普 通 コース ー ・・申込順入 学

全科目

授 業

〒650神 戸 市 生 田 区 楠町6の20

尚 速 神 ハ 駅 北3分

亀ロ占 神月(Qτ8)351-1524(代)
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東大学受験
受験生諸君の御健闘を熊 難 舞

後輩知友へ御推薦を乞う

新学年開講4月22日
◇大学受験科(午 躍」、∠七依、佼Ij1≦)

国立受験科一国公、乙大又卒クフス

国立受験科一国公虻大理平クフス

早慶受験科一私 人 政 経 法 又 平

理工受験科一私 大 理 工 医 棊 系

◇理 社 単 科一 日世 地 政 物 化 生

特 設 ゼ ミー央 国 数i∬BM

◇公 開 模 試一年 間6口 馳 行

案内書50円(送 料共100円)

瞬 κ擾塒'

暖冷房完備

学割指定校

入学生宿舎斡旋
㈹ 一

〒1°ユ畿 都羅 轟
西酔 雰6　15ユLLI魏}1騰
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